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は じ め に
昭和53年度は,そ の最初の日である4月1日 付けをもって,関野所長が退官され,
代って伊藤が新所長に就任 した。 したがって本年度は新所長のもとでの第1年 度であ




























1設 立 の 経 緯
2年 表









1歳 出 予 算
2科 学 研 究 費
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4黒 田 記 念 室
5閲 覧 室

































昭和 元 年12月 前記の事業を遂行するため委員会が設置され,東 京美術学校長正木
直彦が委員長に就任 し,美術研究所事業について東京美術学校教授矢代幸雄,黒 田




同 年10月 東京市上野公園内に鉄筋 コ ソ ク リー ト造,半 地階2階 建,延 面積
1,192㎡の建物1棟 を起工 した(本 館)。
同3年9月 前記の建物が竣工 したので,美 術研究所開設のため必要な備品 ・図



























































められ第一研究部 ・第二研究部 ・資料部 ・庶務室 が 置かれた。(昭和25年8月29日
から適用)
同27年4月1日 東京文化財研究所組織規程(昭和27年文化財保護委員会規則第4号)
が定められ,美 術部 ・芸能部 ・保存科学部 ・庶務室の3部1室 が置かれ,美 術研究
所組織規程が廃止された。
また文化財保護委員会事務局保存部建造物課保存科学研究室 も廃止された。











同 年11月30日従来の2階建書庫の うえに更に1階 を増築3階 建とし,増築分延面
積71㎡が竣工した。
同34年4月30日国立文化財研究所研究受託規程(文 化財保護委員会告示第14号)が
定め られ,こ の年度か ら受託研究が開始された。
同36年9月16日東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正され(昭 和36年文化財
保護委員会規則第1号),従来の庶務室は庶務課となった。
同37年3月31日東京国立博物館構内に保存科 学 部庁舎(保 存科学部実験室)と し
て,鉄筋コンクリー ト造2階 建延面積663nPの建物1棟 が竣工 した。









同45年4月22日芸能部は,別 館3階 に移転 した。




同 年11月2日 所長及び庶務課は,本 館から保存科学部庁舎の1階 に移転 した。



















同53年3月20日本館構内の1}tMJher(木造'lz家建延面積144刀の を取 りこわ し,情 報












































































男(昭 和53.4.1～ 現 在)
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部 長 一 …
一 保 存 科 学 部

























































区 分 52年 度 53年 度
指 定 職 1
一 臼　 一一一
1
所 長 1 1
一 一一一
行 政 職 11 10
課 長 1 1
課 長 補 佐 1 1
係 長 2 2
専 門 職 3 3
主 任 1 1
一 般 職 員 3 2
研 究 職 $5 35
部長等研究 員 10 11
室長等研究 員 13 12
研 究 員 12 12
曹一







所 属1官 職 名1氏 名
一 ― 一一,
所 長 文 部 技 官,所 長 伊 藤 延 男
庶 務 課 文部事務官,庶 務 課 長 松 原 尚 躬
文部事務官,庶務課長補佐 西 山 博
庶 務 係 文部事務官,庶 務 係 長 出 口 小 太 郎
文部事務官,庶 務 係 員 松 本 多 賀 子
会 計 係 文部事務官,会 計 係 長 斎 藤 朗
文部事務官,会 計 主 任 花 岡 忠 腕
文部事務官,会 計 係 員 正 藤 隆 ∠1三
事務補佐員 中 村 ひ ろ 代
技能補佐員 平 林 喜 多rt:
〃 高 成 一 雄
作業補佐員 大 塚 正 司
美 術 部 文 部技 官,美 術 部 長 川 上 輕
文 部技 官,主任研 究官 田 村 悦 子
文 部技 官,主任研 究官 柳 澤 孝
文 部技 官,主任研 究官 猪 川 和 子
文 部技 官,主任研 究官 田 実 栄 子
文 部技 官,主任研 究官 陰 里 鉄 郎
第 一 研 究 室 文 部技 官,第一研究室長 宮 次 男
文 部技 官,研 究 員 鶴 田 武 良
第 二 研 究 室 文部 技 官,第二研究室長 関 千 代
文部 技 官,研 究 員 三 輪 英 夫
芸 能 部 文部 技 官,芸 能 部 長 三 隅 治 雄
演 劇 研 究 室 文 部技 官,演劇研究室長 佐 藤 道 子
文部 技 官,研 究 員 羽 田 剥
調査研究員(非) 松 本 雍
音楽舞踊研究室 文部 技官,音楽舞踊研究 柿 木 吾 郎
室長
文 部技 官,研 究 員(併) 横 道 萬 里 雄
調査研究員(非) 山 本 宏 子
民俗芸能研究室 民俗芸能研究室長事務取扱 三 隅 治 雄












一 一 　 　 　 一 　 一 一一
官 職 名1氏 名
一 一一一 一 一 一 一 一 一 一 一 　
調査研究員(非) 仲 井 幸 二 郎
保 存 科 学 部, 文 部技 官,保存科学部長 江 本 義 理
文 部技 官,主任研究官 見 城 敏 子
文 部技 官,主任研究官 門 倉 武 夫
化 学 研 究 室 文 部技 官,化学研究室長
物珊 腕 剃 物理研究帳 働 取扱
馬 渕 久 夫
江 本 義 理
文 部 技 官,研 究t1 イ1川 陸 郎
文 部 技 官,研 究 員 三 浦 定 俊
,i物 研 究 室 文 部 技 官,ノk物研究室長 新 井 英 夫
調査研究員(非) 森 八 郎
修 復 技 術 部 文 部技官,修復技術部長 田 辺 三 郎 助
第一 文 部技 官,第 一修復技術 中 里 寿 克
修復技術研究室 研究室長
文 部 技 官,研 究1=1 西 浦 忠 輝
文 部技 官,専 門 職 員 茂 木 曙
第二 第二修復技術研究室長嚇務 田 辺 三 郎 助
修復技術研究室 取扱
文 部 技 官,研 究 員 増 田 勝 彦
第三 文 部技 官,第三修復技術 樋 口 清 治
修復技術研究室 研究室長
文 部 技 官,研 究 員 青 木 繁 夫
情 報 資 料 部 文 部技 官,情報資料部長 久 野 健
文 部技官,主任研究官 江 上 緩
文献資料研究室 文部 技官,文献資料研究 上 野 ア キ
室長
文 部 技 官,研 究 員 米 倉 辿 夫
写真資料研究室 文 部技 官,写真資料研究 関 口 正 之
室長
文 部 技 官,研 究 員 河 野 元 昭
文 部技 官,専 門 職 員 橋 本 弘 次
文 部 技 官,専 門 職 員1 市 川 和 正

















































































































































































収 蔵 庫 研究室 保存科学部 長 室
修復技術























































































































1歳 出 予 算
Ⅳ 予 算
注()内 は補正後予算を示す。































一 幽 一一 一 一
総 合 研究
一 一 一r_
一 般研 究 奨励 研 究 合 計






















研 究 題 目1研 究代表劃 金 額1摘 要
千円
科学的方法による古彫刻の構造,材 質, 久 野 健 2,400特定研究(1)
技法の研究
新設展示施設及び収蔵庫内の汚染現象と 江 本 義 理 3,200 〃
収納文化財への影響とその防除法
古美術,古建築の主要材料である木材と, 田 辺 三郎助 3,600 〃
その化粧材 ・接着剤の耐久性 ・強度及び
劣化現象に関する研究
文化財の虫微害防除法の開発 森 八 郎 3,500 〃
日本民謡歌詞の総合的研究 三 隅 治 雄 3,000総合研究(A)
戦後における日本 ・東洋美術史学の発達 上 野 ア キ 400一般研究(A)
に関する研究
中世絵画・彫刻作家資料の収集と研究 宮 次 男 3,000 〃





















美術部は日本 ・東洋の古美術,日 本の近代 ・現代美術とこれ らに関連のある西洋美
術についての基礎的調査 と専門的研究を行っている。美術部は現在2室 に分かれ,古
美術関係は第一研究室,近 代 ・現代 ・西洋美術は第二研究室が担当する。
調査研究は,美 術部所属研究員の専門領域を中心として 実証的 に進め られている
が,学 界現下の動向を把握するとともに将来の趨勢を洞察し,方法においても成果に
一17一
調 査 研 究
おいても,基礎的 ・先駆的役割を果 して,広 く学界に寄与すべく努めている。そのた
め重要なる問題に関 しては共同研究を行い,ま た当部独自の光学的研究法を活用し,
すでに多 くの 成果 を収め た。本年度 より4力年計画で情報資料部と共同の特別研究
「落款 ・印章 ・賛文 ・銘記の研究」を行い,こ れに関する資料収集を推進している。
これ らの業績は 当部の機関誌 「美術研究」(昭和7年 創刊)に 発表し,大 部の成果
は臨時単行の研究報告書として刊行している。またわが国美術界の全般にわたる動向
を調査し,客観的資料の提供を主眼とした 「日本美術年鑑」を編纂発行している。
以上のほか,調 査研究成果の一部を広 く一般の理解に資するため,毎 年1回 公開学
術講座を開催 している。
黒川清輝の遺産と遺作の寄附に基づいて創立された,美 術部(旧 美術研ラと所)の 黒









質,技 法の研究」特定研究1・ 代表者 久野健),r戦後における日本 ・東洋美術史学
の発達に関す る研究」(一般研究A・ 代表者 上野アキ),及び 「中世絵画 ・1刻作蟹
資料の収集と研究」(一般研究A・ 代表者 宮 次男)の 一部を担当実施 したほか,
他機関の科学研究費による特定研究 「科学的方法による東洋古代中世絵画の材質 ・技














また本年は,黒 田清輝巡回展(千葉)が 実施され,本 展開催にともなう研究事務

























調 査 研 究
メ リカ合衆国他に流出した絵巻物や奈良絵本を調査 した。(宮)
② 仏浬繋図の研究













































現在は陶磁 ・漆工 ・金工の研究員は不在で,染 織専門の主任研究官田実栄子が必要






















のうち釈読解義等の基礎にいろいろの難問のあ る 「去夏帖」について想を新 らたに し
て考察 し,日本建築史その他にとっても重要な榑(くれ)の単位 「村」に逢着 し,r正
倉院文書』等の広範な調査によって,これに解決を与xた 。(田村)
(2)基準古筆切の集録研究
古筆切の採訪 ・整理は本筋の書道史研究の重要な資料であるのみならず,文 学 ・史
学にも貴重な材料を提供するものであるか ら,諸所の手鑑その他に収め られる古策切







B特 別 研 究
「落款 ・印章 ・賛文 ・銘記の研究」
(研究代表者 美術部第一研究室長 宮 次男)
研究 目的










2.東 京国立文化財研究所が現在所蔵 している近ill:画家箏約450人の落款 ・印章の写
真資料をJに 調査研究をはかるとともに,重 要作品及び主要画家等で資料の欠けて











② 絵仏師の伝記並びにその流派の研究(柳 沢 ・関口)
(3)絵師の伝記とその画系についての研究(宮 ・田村 ・江上 ・米倉)
(4)水::;_4画家伝の研究(鶴 田)
本研究は,わが国中世(鎌倉～室1町時代)の絵画 ・彫刻等の作家に関し,作品は勿
論,信 頼できる文献,造 像銘,奥i,11,落款,印 章等から,その作家に関する資料
を収集し,整理研究す ることによって,当核年代の作家の伝記 ・系一ar.:・作品等の実体
を明らかにす ることを日的 とす るものである。
1.彫 刻分野では文献の収集と'F行して,本年度 も仏像の胎内銘や納入物に記され
た作家名及びその伝記の収集を行った。従来紹介されている胎内銘等の収集はほぼ終
ったので,本 年度は,そ れら所蔵 牟院から直接写真資料の提供を受け,そ れを複写し
て資料の充実をはかり,また撮影可能なものは,新 しく撮影 した。その他,京 都にお
ける院派の在銘彫刻の調査をはじめ,兵庫県の鶴林 牟,相応峯与,浄土J:の諸像,大
阪壷井八幡宮神像,神 奈川荏柄天神像等,こ の時代の遺品を現地調査 した。
2.絵 画分野では,筆 者の判明する作品の調査 ・撮影に重点を置いた。絵仏師関係
では13世紀前半の代表的絵仏師尊智筆と比定される 「聖徳太子勝髭経講賛図」1頓 と
「蓮池図」2曲 屏風(共 に 法隆 寺蔵),また 同時代の南都絵師尭尊筆 「聖皇曼茶羅」
-23一
調 査 研 究
(建長7年,法 隆寺蔵)及 びその弟子発嚴筆 「板絵神像」6面(永 仁3年,薬 師寺蔵)
に関 し調査 ・撮影,そ の画風について検討を加えた。絵師関係では,伝藤原信実筆の
「随身庭騎絵巻」と 「中殿御会図」(摸本)を 中心に,似絵の画系についての研究を推
めた。また,土 佐光信筆の 「北野天神縁起」3巻(北 野天満宮蔵),土 佐光茂筆 「当






芸能部の研究目標 としては,諸芸能の理念 ・構造 ・技法及びその継承保存に関する
研究などがあり,その研究に必要な資料の収集 ・整備 ・記録の作成としての撮影 ・録




つ くって調査研究を行った。また,日 本学術振興会の研究費による国際共同研究 「イ















た研究者を 対象とした 連続研究発表会は 「法会と芸能」(担当佐藤)の テーマで53年
7月に行った。また,視 聴室舞台において,実技分析と古典研修を目的とした 「太神
















を行い,海 外調査としては 日本学術振興会の研究費による国際共同研究 「イン ドネシ
ア音楽の民族音楽学的研究」の第一次調査として,日本の歌の源流を探るべ くイン ド





















部研究者及び演奏家を招いて研究会を催し,各 種の討論討議を行 っている。(仲井 ・
三隅 ・柿木 ・中村)
2.民 俗芸能の民俗的基盤の研究
芸能を,その行われる季節 ・場所 ・参加者(演 者 ・観客を含む)な どの面か ら取 り
















総合的比較研究を行い,その変遷 ・分化をあとづけることを一貫 した目的 とするが,
け か え










手順の記録)の 中から通行演0120種に関するものを選び,そ の内容をカー ド化 して
分析を行ないつつある。(横道 ・羽田)
10.能の演出史の研究




伝承 ・記録 ・保存のための基礎研究 として伝統歌曲をメログラフを用いて音楽的に
















少 くないが,特 にイソ ドネシア(ス ソダ地方)の 歌は音組織や旋律法の点で本土や琉
球地方の民謡とよく似ている。本研究は現地の研究者と協力して,この問題を解明し
ようとするもので,まずイソドネシアで現地調査を行い,ま た南太平洋地域でのイン
ドネシアの歌の音楽性を明らかにす るため に,周 辺地域 としてオース トラリア北部


































を必要とする研究対象に対しては部内,部 外(他 研究機関を含む)と の共同研究が行
われている。
特別研究 「石造文化財の保存,修 復に関する科学的研究」は修復技術部 との共同研
究で,3力 年継続の第2年 次として,石 の材質及び劣化現象の調査,研 究を行 った。
受託研究は,「史跡虎塚古墳彩色壁画保存のための調査研究」及び修復技 術部 と共
同の,「国宝,重 文日光社 寺建造物に関する研究」が行われた。
科学研究費による研究は,特 定研究r白 然科学の手法による遺跡 ・古文 化財 の研
究」において,計 画研究 ・3力年継続の第3年 次として保存科学部門に当部研究者を
代表者とする2課題 及び材質,技 法,産 地部門にそれぞれ分担参加 している。
c (2)研究調査活動
σ














三角縁神獣鏡,画 像鏡,神 獣鏡,獣 帯鏡等11面,金銅仏6体,古 代ガラス,彩 色顔


































アソ ドレ ・ー ル ローと永遠の日本展(53年11月～12月於川光美術館)の 準備のため
の温湿度調整と照明の指導を行った。(石川)
(41密閉ケース内の微気象変化の対策の研究
湿度調節剤の使用が,ケ ース内 ・梱包内の湿度調節に成果を上げているが,粒 状の










浮遊粉 じんからFe,Mn,Ca,K,Si,Cl,S等を検出しているが,こ れ らの割合は
地域 ・粒子の大きさによって異なる。1μ以上の粒子はCa>K,小さい粒子はCa<K
であった。
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文化財に被害を及ぼす生物(微 生物や昆虫など)の実態調査は,継 続的に実施 し,

































未発掘古墳の石室内の温湿度,空 気組成,微 生物囚子を調査研究 し,それ らの特性




1)茨 城 勝田市:十五郎横穴 三基(見城 ・門倉 ・新井)
6.考 古遺物 ・遺跡等に関する考古化学的及び保存に関する研究
(1}北海道 ・1:zY,開陽丸引揚げ遺物の研究
貨幣 ・分銅 ・食器類nJ:につき螢光X線 分析(非 破壊)に より材質研究を行った。





彩色顔料 ・析出物の分析,埋 戻 し時及び保存施設の環境保全対策に関し調査,助 言
を行った。(江本)
(3)イソ ドネシア ・ボロブ ドー ル遺跡
修復時に発生した析出物に関し,現地保存科学研究所により採取され,千 原大五郎
氏(ボ ロブドール保存委員)が持参,依 頼された試料6点 について材料分析及び微生
物分析を行った。(江本 ・新井)
(4)出土漆紙の調査研究









調 査 研 究
(3)古代漆膜の顕微鏡検査,赤 外吸収スペク トル測定,示 差熱分析を行い,古 代の
漆工技法を推定した。(見城)
(4)法隆寺献納宝物特別調査(東 博)
本年度の技楽面調査に参加 し,螢光X線 分析により,非破壊的に彩色顔料 ・漆下地
等の材質判定,赤 外TVに より墨書 ・墨線 ・下絵等の判別のための撮影を行った。
(江本 ・石川)
●
B特 別 研 究













(4)日照,夜 間放射の影響を知るため,石 材表面の温度勾配を大谷磨崖仏 におい
て,測 定 した。(石川 ・三浦)
(5)現状調査は,重 文大谷寺磨崖仏,重 文箱根石仏群 ・石塔,史 跡奈良春日山,地
獄谷石窟仏等につき劣化 ・破損状況につき調査を行った。
(6)劣化した石の強化のため,薬剤による含浸処置についての基礎実験として,試
験片(大 谷石)を 各種薬剤(ア クリル樹脂,エ ポキシ樹脂,シ リコーン樹脂,水 酸化







西 ドイツ,プ ロイセン博物館群 ラトゲン研究所(ベ ル リン)ヨゼフ・リーデラー所
長の6月19日より1ヵ月間の来 日(学術振興会招へい)を期に,大 分県下 ・磨崖仏,
佐賀県下 ・装飾古墳,奈 良市春 日山,地獄谷石窟仏,大谷磨崖仏の現地調査に同行 し,
本邦石造文化財の実態と保存 ・修復処置の実際を見学 し,ドイツにおけ る調査法,修
復処置法につき,意見交換 ・討議を行い,種 々褥 る所があり有意義であった。
●
C受 託 研 究
1.史跡虎塚古墳彩色壁画保存のための調査研究(茨 城)




調査を機会に行われ る一般公開の際,石 室の安定 と埋蔵時の環境を維持するよう,断
熱材を用いた仮設前室施設内で二重ガラス窓を設けて,玄 門部で閉塞し,2日間の見
学が行われた。1日 約4,000人の見学者があった。 これ らの調査期間を通し,保存科
学上の指導,協 力を行い,石室内に大きな影響を与えず終了し,再び埋戻された。
調査及び公開中は石室内,前 室の温湿度を測定 し,前湿の加湿等の環境の制御によ
り石室内は,温 度16～17°C,湿度ほぼ100%RHを維持 し,公 開中 も大きな変化は見
られなかった。開 口により石室内の微生物は2～3倍 に増加 したが,封 鎖後の殺菌処
置により,埋戻 し後33日目の測定時には開 口前の状態に戻っており,温湿度 も旧態16
°C,100%RHに戻り安定 していた。
本年度も関連調査 として,十五郎横穴群の発掘調査が行われたが,そ のうち3基に
ついて開口前横穴内環境調査を行った。(江本 ・新井 ・見城 ・門倉)
2.国 宝 ・重文 日光社寺建造物の保存に関する研究(栃 木)(修復技術部と共同)
(1}東照宮本殿 ・透塀の上下長押に施された唐油彩色,生 彩色の変裾色の原因究明
長押上下に設置した手板試料(群 青,緑 青,黄 土,朱,辮 柄一平彩色)の2年 後の




調 査 研 究
を選定 して調査を行 う。
② 建築彩色に発生する糸状菌(カ ビ)の防除法
1)修 理 した建築彩色に着生する糸状菌 の防除 法 として,サイアベンダゾールの
0.5%エタノール液の使用を検討してきたが,53年12月完成の五重塔において,実 地
試験の結果糸状菌の拡大を阻止することを確認した。
2)膠 に薬剤を混合して糸状菌を防止することを検討 し,低毒性薬剤のなかか ら,
パラクロロメタキシノール(PCMX)を選定した。
53年度修復の二荒山神社 ・大国殿の背面 ・飛楯裏板の胡粉塗装にPCMXを使用 し,
糸状菌の発生を阻止できることを実証した。(江本 ・新井 ・見城 ・三浦 ・中里)







安定 して展示 ・収蔵に適 しているか否かを判定するモニターの作成,及 び汚染因子防
除法に重点をおいた。
に)汚 染因子の確認
コンクリー ト雰囲気中の汚染因子として,セ メン ト水和物に関連あ る物質 であ る
Ca,Mgに着目し,原 子吸光分析による定量を行った結果,コ ソクリー ト雰囲気のア
ルカ リ性因子の原因 として,コ ンクリー トか ら放出されるCaが大きく寄与 している
と判断された。
(2)環境調査用モニター
前年度個hに 行った各種テス トピース について,実 験庫内で,コ ンクリー ト打放









小規模の収蔵庫に対する対策として,炉 過 ・吸瀞用の特殊フィルターを装備 した聖気
清浄機 「アルサス」を選定,新 設施設内で試験 し,粉座浄化能力,Ca,Mg量,モニ
ター判定等により効果があることを認め,設 雌の必要1J.を確認 した。






文化財を劣化す る虫やt.を殺減するのに適 したkAfi蒸剤として,臭 化メチル,弗 化サル



























す る部で,保 存科学部が,主 に文化財の保存にかかわる科学的分析研究をつかさどる
部であるのに対し,修復技術部は,老 化破損し,あ るいは後世の付加物のある文化財
について,も との正しい状態に修理 し,あ るいは復元す る方法についての科学的,技
術的研究を担当している。
研究対象としては,絵 画,書跡,彫 刻,工芸品,考古資料などは勿論,木 造構造物
の組物や細部に描かれた絵,石 造構築物などに及ぶ極めて広範囲の文化財があげられ
る。














各研究室とも,経常的な研究として,有 形文化財を構成 している材料,構造,製 作
技法についての研究や,そ れらを修復するための伝統技術の整理体系化と科学的裏付
けの資料集積,そ して更に科学的な材料,技 法の修復への応用と開発のための臨床的






特別研究 「石造文化財の保存 ・修復に関する科学的研究」は,3力 年の継続研究の
第二年度として,文 献収集,調 査,実 験研究を行った。(42頁参照)
また,受 託研究のうち修復技術部の関係では,
(1)重文 日光男体山頂出土鉄製晶の修復処置研究








A一 般 研 究
1.伝 統的製作技法及び修復技術の研究
修復技術部の経常lrJ研究主題の一つ として,伝 統技法の調査研究がある。現在は彫
刻(木彫像の木寄せ法,彩 色技法,金 銅仏鋳造技法),工芸品(漆 芸 ・木工芸技法),
絵画 ・面跡の装洪技法,出 土金属工芸品の技法などを研究対象としている。これは作





調 査 研 究
(1)彫刻の製作技法,修 復に関する実査研究
本年度は,東 京国立博物館の依頼による法隆寺献納宝物中の伎楽面 調査 に参 加 し












螺剣技法胡査 のため 蝶螺釦鞍(明 治神宮),菊螺釧鞍(某 家),沃懸地螺釧須弥壇






















の酵素で実験 し,現場環境に適 したビオプラーゼを選んで現地で試行 した結果,作 業
の可能性に見通 しをつけるとともに実施段階での積卸:甚礎を作成 した。(樋口 ・増田)
3.木 造文化財の合成樹脂による修復技術の研究
人工木材の諸物性についての基礎研究は,51,52年度に引き続き,科学研究費(特































6.遺 跡,遺 構,遺 物の保存に関する研究
東北大学工学部応用化学科助教授小野発之氏を招聰研究員として招き,メチルメタ
クリレー トモノマーの土中重合による住居跡 ・貝塚等の保存処置法の研究を加曽利貝
塚にフィール ドを設けて実験を行 った。(樋口 ・青木)
地層断面を薄 く剥 ぎ取 って保存する方法については,大 田区久ケ原遺跡のローム層
に対 して,酷 酸ビニール ・マレイン酸エチル共重合体を土に浸透させ,そ こにガーゼ





江差市開陽丸出土木製品には,脱塩後,水 を第三級 プタノールに置換 して凍結乾燥
を実施し,皮革については脱塩後低濃度のホルマ リン水溶液にて再度糠 して乾燥 し,
ナ リーブ油エマルシ ョソにてやわ らか くした。(樋口・青木)
奈良県橿原考古学研究所の依頼により,太安萬呂墓及び出土墓誌銘孔の保存に関す
る調査,研 究に協力した。(田辺 ・樋 口)
7・特別史蹟 ・国宝高松塚古墳壁画修理事業への協力
修復処置の実施にあた り,壁画修復作業に参加 した。作業対象は天井から側壁へと
拡が り,55年度までの3力年継続 して完成す る予定である。(増田)
























漆膜は厚い下地を伴 うので,割れた ものは内側に強 くカールし,そのままでは貼れ
ないのでいったんアクリル板の間で平 らに延ば したものを貼 り付けた。接着剤として
は揺変エマルショソを用いた。膜貼付時の押さえには塩ビ薄板をあてがい,画 鋲,シ
ャコマソ等も使い圧着 した。漆膜欠失部は下地をつけ隅取り漆塗 りとして完成 した。
(中里 ・三浦)
4.重 文箱木家住宅柱材の修復処置研究(兵 庫)
箱木家住宅の解体修理に際 し,大 部分の柱は 強度保持のため 新 しく取換え られた
が,当 初材 として璽要なもの4本 は修理 してふたたび用いたい強い要望があった。こ




樹脂加工の方法は,まず柱全体にMMAの プリポリマーを含浸 して強化 し,アラル
ー43一
凋 査 研 究
ダイ トXN1023によって折損部を整形 しなが ら接合した。次に貫穴周辺の補修部分の
強度を補 うため,こ こに溝を切 り,中にステソレス鋼板や同丸棒を埋め込みエポキシ









的にはどのような方法が よいかを検討する目的で,試 験施工を実施 した。
第lil1旧の処置はPVA水 溶液で 行ったもので,PVAの高い粘性と,低 い樹脂濃
度のため,厚 い顔料層を通して木地まで及ぶことができず,接 着不良を もたらした。








の注入を容易に し,確実に接着することができた。但 しこの方法は拡散が全 くないの










これ らは巻子装として保存す る計画であるが,本紙自体の劣化が甚 しく,合成樹脂
含滲による紙質強化がまず必要 とされる。その基礎 として,テ ス トピースによる合成









種合成樹脂等化学的材料の強度,耐 久性,経 年変化の実態を検討 し,併せて木造文化
財の保存と修復技術の改良に役立たせるものである。
本年度は3力年継続研究の最終年度であるが,前二年に引続 き,丹 ・白土 ・胡粉 ・
漆の塗手板を作製し,ウ ェザーメーター,屋 外曝露による耐久性試験を行った。ま
た,人 工木材(SV426,XNIO23)の諸物性試験を継続 して行 った。古建造物の継手
については,先年度試験した四種に加x,本 年度は,追 掛,追 掛大栓,尻 挾金輪の各

















集,整理,保 管等の業務を充実発展 させ,さ らに研究所各部の所掌にかかる資料を対
象とすることを目的 として昭和52年4月18日新たに発足 した。当部はその資料を文化
財関係事業のみならず,国 の内外の研究者の利用に供 して,文化財に関する研究資料
セソターの役割を果 している。当部研究員はこれ ら業務を行 うとともに,各専門領域











これ らの業務のほか,当 室研究員は,日 本 ・東洋古美術各分野で,専 門的調査研究
を進めてその成果を公表 し,また落款 ・印章に関する特別研究,科 学研究費による一
般研究 「中世絵画 ・彫刻作家資料の収集 と研究」(代表者 宮次男)に 参加 した。
e
写 真資料研究室
研究用写真資料の作成,収 集,整 理,保 管等を行 う。本年も,従来通 り各研究者の





るので,転 写 してお くことを昨年度に引続き実施 した。なお,転 写した各フィル1、に
ついて密着焼付写真を貼った小型写真カードを作成する作業に着手 した。
これ らの業務のほか,当 研究室員は日本 ・東洋古美術について専門的な調査研究を
進めその成果を公表した。科学研究費による一般研究 「中世絵画 ・彫刻作家資料の収




A一 般 研 究
1.日 本彫刻史の研究 ・古代彫刻史の研究
京都,大阪,東 京の個人所蔵の新羅金銅仏の調査を行 った。 また静岡服部家所蔵の

























科学研究費一般研究 「探幽縮図の研究」(研究代表者 河野元昭)に より探幽縮図
















作品及び南禅寺,鎮 阿寺,根 津美術館,鎌 倉国宝館等で調査を行った。(上野 ・江上)
6.中央アジア古代絵画史研究
11)ル・コック収集キジル壁画について研究を継続中。報告(1)の日本人洞を終え,














線撮影及び調査を行い,金 銅仏の調査では飛鳥 ・白鳳時代の小金銅像十数体 と個人所
蔵の新羅仏三十数体のγ線撮影と螢光X線 分析を行った。その成果は54年2月東京国
立博物館で行 った 「古文化財」の総会において発表 した。
2・「戦後における日本 ・東洋美術史学の発達に関する研究」(一般研究㈹ 研究代
表者 上野アキ)
本年度は本研究の第3年 度(最 終年度)に あた り,当初の計画に従って順調に進行
した。収集した昭和50年度 までの資料については,分 類整理を終り,51年度以降につ
いて引続 ぎ作業を継続し,他 日の刊行に備えている。
3.「探幽縮図の研究」(一般研究◎ 研究代表者 河野元昭 研究分担者 川上
脛 ・江上緩 ・鶴田武良 ・米倉辿夫)
本年度は本研究の第2年 度(最 終年度)に あた り,当初の計画に したがって順調に
進行,所 期の目的を達成 して一応の完成をみた。第1年 度調査撮影分に本年度行った
京都国立博物館寄託個人所蔵分を加え,カ ー ド化及び整理を完了,間 もな く索引制作
のための留書き解読も終了する予定である。 ここまでの成果を報告書にまとめて配布
した。
①:著 書 ②:論 文 ③:解 説 ④:研 究発表7主要 研 究 業 績 ⑤












大 和 古 寺大 観53.8

































⑤ 仏画の偽作鑑別について ハーバー ド大学美術学科53.9






















② 新資料 紀州東照宮の服飾類 中
一紀州東照宮服飾類調査報告1一 美術研究310号54.3
陰里 鉄郎(主 任研究官)
① 村山椀多と関根正二 近代の美術50至 文堂54.1
② 小堀進と日本の水彩画 茨城県立美術館 「小堀進遺作展」 目録53.9
② 近代日本の洋画 ・大正から昭和への展望
群馬県立近代美術館 「近代日本洋画展一大正から昭和へ」53.9
③ 浅井忠 「収穫」 東京新聞53.10
⑤ 黒田清輝と明治絵画 千葉県立美術館53.5
⑤ 東北の画家萬鉄五郎 秋田市立美術館53.9












































































⑥ 書評:大 河内俊輝 「雪の能」
⑥ 書評:白 洲正子 ・権藤芳一 「世阿弥を歩 く」
⑥ 能評:「松風」「鐘の音」ほか
松本 雍(演 劇研究室)











鎌 倉 市 観 光協 会53.9
「国文 学 」6月 号53.6
別 冊太 陽 「能 」53.11
「観 世 」12月号53.12
「図 書 新 聞 」53.12
「芸 能 の 科 学 」1054.3
能 楽 タ イ ム ズ53.6
能 楽 タ イ ム ズ53.10
能 楽 タ イ ム ズ54.1
「国 文 学 」6月 号53.6
別 冊 太 陽 「能 」53.11
能 楽 タ イ ム ズ53.6




































口 唱歌 大 系53.10
季刊 邦 楽53・12
別 冊 太 陽53。11
舞 踊 学 会53.6
朝 日 カル チ ャー セ ンタ ー53.4～6
多 摩 市民 会 館53.11
能 楽 懇 談 会53,12
箏 曲 の伝 統 を守 る会54.2











日本 音 楽 教 育 セ ン ター53.10













主 要 研 究 業 績
リー ダー ス ダ イ ジ ェ ス トレ コ ー ド54.3
リー ダー ス ダイ ジ ェス トレ コー ド54.3
リー ダー ス ダ イ ジ ェス トレ コー ド54.3
リー ダー ス ダ イ ジ ェス トレ コー ド54.3
慶 応 義塾 大学 地 人 会53.12
芸能53,4～54,3
慶 応 義 塾 中 等 部53,12
み ん よ う文 化7月 号53.6
三 田評 論7月 号53,7
日本 音 楽 教 育 セ ン タ ー53.10
み ん よ う文 化12月号53,12
卜
■
保 存 科 学 部
江 本 義 理(保 存 科 学 部 長)
② 古 銭 の 研 究 に お け る 鉛 同 位 体 比 の 応 用(馬 渕 ・平 尾 ・山 幡 と 共 同)
古 文 化 財 之 科 学22号53,8
2QCharacterizationofAncientJapaneseRoofingTilesby57Fe
MossbauerSpectroscopy(,」-F1永・武 田 ・馬 渕 と共 同)Archaeometry2053.8
QColoringTechniqueandRepairMethodsforWoodenCultural




③ 木 造 建 造 物 の 保 存 科 学 建 築 雑 誌9454.ユ













見城 敏 子(主 任 研 究 官)




② 多 賀城 跡 出 土 漆 紙 文 書 ・漆 状 の物 質 に つ い て








④ 環 境 条 件 の 判定(環 境 調査 用 モ ニ ター)(分 担)
科 学 研 究 費特 定 研 究 「古 文 化 財 」 昭 和53年度 研 究 発 表 会54,3
⑥ 漆 ・彩 色 歴 史 公 論2(縄 文 時 代 日本)54.2
門 倉 武 夫(主 任 研 究官)
② 文 化財 周辺 気 中 の塵 埃 に 関 す る研 究 〔H〕 走 査 電 子 顕 微 鏡 ・X線 マ イ
ク ロ アナ ライ ザ ー に よる銅 板 住屋 根 の汚 染 物 質 の 測 定(鈴 木 ・西 当 と共 同)
保 存科 学18号54.3
② レオ ナ ル ド ダ ビン チ展 に お け る生 物 劣 化 防 除(新 井 ・森 と共 同)
保 存科 学18号54,3







④ 新設展示 ・収蔵施設の汚染因子と収納文化財への影響 ・環境中の粉塵(分担)
科学研究費特定研究 「古文化財」昭和53年度研究発表会54,3
馬渕 久夫(化 学研究室長)
② 日の出山窯跡瓦の放射化分析(野 津 ・掘井 ・不破と共同)
考古学 と自然科学10号53.4
② 原子吸光法による東洋の古銭の化学分析(山 口・菅野 ・中井 と共同)
古文化財の科学22号53.8
② 古銭の研究における鉛同位体比の応用(江 本 ・平尾 ・山幡と共同)
古文化財の科学22号53,8















④ 質量分析法による鉛同位体比の測定(中村 ・平尾 ・木村共同)
第15回理工学における同位体元素発表会53.6
-57一
調 査 研 究
④ 古 銭 の研 究 に お け る鉛 同 位 体 比 の応 用(平 尾 ・山 幡 共 同)
第15回理 工 学 にお け る同 位 体 元 素 発 表 会53.6
④ 和 紙 の中 の微 量 元 素 の定 量(野 津 ・牧 島 ・不 破 共 同)
日本 分 析 化 学 会 第27年会53.6
④ICPを 用い た 古 銭 の分 析(野 津 ・井山 ・富 永 共 同)















石 川 陸 郎(物 理 研 究 室)
② 多 賀城 跡 出土 漆 紙文 書 ・見 え な い文 字 の赤 外 線 テ レ ビに よ る解 読
宮 城 県多 賀城 跡 調 査 研 究 所 資 料 集154.3
② 多 賀城 跡 出 土 漆 紙 文 書 ・素 材 物 質 の 性 状 に つ い て
宮 城 県 多 賀城 跡 調 査 研 究 所 資 料 集154.3
④ 分 光特 性 を 利 用 した 古 文 化 財 上 の 文 字 の 復 元(三 浦 ・稲 村 ・豊 田共 同)
第4回 リモ ー トセ ソ シ ング シ ソポ ジ ゥ ム53.11











④XCTに よる仏像の調査(馬 渕 と共同)第17阿SICE学 術講演会53.8
④ 分光特性を利用した古文化財上の文字の復元(石 川 ・稲村 ・豊田と共同)
第4「司リモー トセンシングシンポジウム53.11
④ 実験癖{一温湿度(石 川 ・半沢と共同)
特定研究 「古文化財」昭和53年度研究発表会54.3













② レオナル ド ダ ビンチ展における生物劣化防除(森 ・門倉と共同)
保存科学18号54.3







凋 査 研 究
森 八 郎(生 物 研 究室)
② わ が 国 に おけ る シ ロア リの生 息 北 限 調 査(前 田 ・児 玉 ・清 水 ・山 根 と共 同)
しろあ り33号53.6
② 文 化 財 とシ ロア リ しろあ り34号53・7
② 増 ヒ寺 に お け る経 蔵 な ど の燥 蒸(新 井 と 共 同)古 文 化 財 の科 学22号53・8
② 明 治 神 宮 宝物 殿 虫害 の調 査 ・対策 並 び に 措 置(新 井 と共 同)
古 文 化 財 の科 学22号53.8
② わ が 国に 生 息 す る ヒラ タ キ ク イ ム シ科Lyctidaeの1害虫 種 ケ ブ トヒ ラ タキ





② 本 州 日本 海 沿 岸 の イ エ シ ロア リ分 布 調査(児 玉 ・山根 と共 同)
しろあ り35号53.10
② 北 海 道 に お け る シRア リ分 布 と文 化 財 の 蟻害 に つ い て
古 文 化 財 の 科 学23号53.11
② 小 笠 原 諸 島(父 島)に おけ る シ ロア リ分 布 の 変遷 しろあ り36号54.1
② わ が 国 に 生 息 す る"住 まい の害 虫"リ ス ト 〔II〕各 論2鞘 翅 目(続)
しろあ り37号54.3
② タ ケ材 の 虫害 と防 除措 置(新 井 と共 同)保 存 科 学18号54.3
④ わ が 国 に お け る最近 の シ ロア リ分 布 と被 害 調 査(第8報)(前 田 ・児 玉 ・
清 水 ・山 根 と共 同)日 本応 用 動 物 昆 虫 学 会 大 会53,4
④ 文 化 財 の 虫 徽害 防 除 法 の 開 発(新 井 と共 同)
科 学 研究 費特 定 研 究 「古 文 化 財 」 昭 和53年度 研 究 発 表 会54.3
⑥ シ ロ ァ リNHK(FM)53.5
⑤ 建 築 物 の 虫害 しろ あ り対 策 ゼ ミナ ー ル講 演
(社)日本 しろあ り対 策 協 会53.8





































西 浦 忠 輝(第 一修 復技 術 研 究室)
⑨ 石 造 文 化 財 の 保 存 に関 す る海 外 研 修 保 存 科 学18号54.3
⑤ 石 造 文 化 財 の 保 存 に関 す る海 外 研 修 報 告




調 査 研 究
増 田 勝 彦(第 二 修 復 技術 研 究 室)































② 飛鳥 ・白鳳小金銅仏の発願者,制 作者((:)美 術研究30954.3
⑤ 飛鳥 ・白鳳彫刻と渡来仏 美術部 ・情報資料部公開学術講座53.11
江上 緩(1一任研究官)
② 延暦 ぶ蔵金銀交Il}法名陛経の荘厳画 〕庭術ρ1二究30954.2
③ 西本願 牟本三十六人集1～3月 「[j百科196～19854.1～3




② 概説 ・中央アジア1(東 部)考 古学事典 平几社54.2
④ 中国文物瞥見(上 ・下)美 術部研究会53.12,54.1
⑥ 中国の旅 アルク160号53.12
米倉 迫夫(文 献資料研究蜜)
② 「随身庭騎絵巻」 新修 日本絵巻物全集26角 川書店53.9
③ 「小野雪見御幸絵巻」 国華101653.9
⑤ 「似絵について」 美術部 ・情報資料部公Dlj学術講座53.11
関ロ 正之(写 真資料研究室長)
② 霊雲寺所蔵大威徳明T-.画像について 国華101453.8
④ 霊雲寺の仏画 美術部 ・情報資料部研究会53.6
河野 元昭































































日本経 済 新 聞社53.12
淡 交32-5,6,7,8,10,1253.5,6,7,8,10,12
国華101553.8
「日本屏 風 絵 集成6」 講 談社53.9
栃 木 県立 美 術 館 谷文 昆 展 カ タ ロ グ54.2



















































飛鳥 ・白鳳小金銅仏の発願者,制作者(上)久 野 健
美術研究310号 昭和54年2月編集
く論説〉












































(5)レオナル ド ダ ビソチ展における生物劣防除 新井英夫 ・森 八郎 ・門倉武夫






























































































美術研究索引 第1号 ～第100号 昭和16
美術研究総 目録 第1号 ～第230号 昭和40
東洋美術文献目録 明治以降昭和10年まで(再 刊)昭 和42
日本東洋古美術文献目録 昭和11年～同40年 昭和44



































































































主 催 東京国立文化財研究所 ・千葉県立美術館
開催日数28日 間
入場者数13,459人
陳列点数 油彩44点,デッサン50点,写生帖17冊,書簡3通,日 記5冊,写 真
パネル2,彫 像1点,遺 品2点,記 録写真16枚
目 録A4判 変型104頁,原色版6頁,単 色版66頁
講 演 会 日時:5月6日 午後2時 会場:千 葉県立美術館





講 演(1}似せ絵について 情報資料部文献資料研究室 米倉 辿夫




























物課,美 術工芸課,無 形文化民俗文化課の担当調査官,東 京国立博物館工芸課,考 古
課,東 京芸術大学美術学部,更 に関係機関として奈良国立文化財研究所,元 興寺仏教






























鑑査官,記 念物課,建造物課,美 術工芸課の課長及び担当技官の出席を得て,本 年度
の両部の特別研究,受 託研究,一 般研究の報告を行い,昭和54年度の両部の調査研究





























カ ナ ダ国 立 博 物 館 顧 問N・ ス トロー
2.UsingScientificAnalysisintheArtHistoricalStudyofOldJapanesePainting
(古代 日本 画 の歴 史 学 的 研 究 へ 科 学 的 分 析 の 応 用)
東 京 大 学 教 授 秋 山 光和
〔セ ッシ ョ ン2顔 料 ・染 料 ・うる し〕
3.PhysicalandMicrochemicalMethodsusedfortheIdentificationofPigments
andDyestuffs・PossibilitiesandLimits(顔料 ・染 料 の 同定 に 用 い られ る物 理
的 ・ ミクロ化 学 的 方 法 一 可 能 性 と限 界)
ドイ ツ博物 館 員 ヘ ル マ ン ・キ ュー ン
4.ChemicalProcedurefortheDeterminationofPlantDyesinAncient
JapaneseTextiles(古代 日本 の染 織 品 に おけ る植 物 染 料 の決 定 の化 学 的 方 法)
進 化 生 物 学 研 究 所 主 任 研 究 員 林 孝 三
5.AttemptstounderstandJapaneseLacquerasaSuperdurableMaterial(超
耐 性物 質 と して の 漆)
東 京 大 学 生 産 技 術 研 究 所 教 授 熊 野 難 従
6.DeterminationofCopper,IronandManganeseinJapaneseLacquersby
AtomicAbsorptionSpectroscopy(原子 吸 光 分 析 法 に よ る漆 中 の 銅 ・鉄 ・マ ソ
ガ ソの定 量)
保 存 科 学 部 主 任 研 究 官 見 城 敏 子
第2日
〔セ ッシ ョ ソ3金 属〕
7・SolidSamplesfromMetallicAntiquitiesandTheirExamination(金属 遺物
か らの試 料 採 取 と検定)
ア メ リヵ ス ミソニ ア ン研 究 所 主 任 コ ンサ ベ ー タ ー トム ・チ ェ イ ス
8.SimultaneousMultielementAnalysisofCoinsbyInductivelyCoupled
Plasma-OpticalEmissionSpectroscopy(ICPを用 い る古 銭 の 分 析)
筑 波 大 学 講 師 野 津 憲 治
9・Non・DestructiveAnalysisofBronzeObjects(青銅 器 の非 破 壊 分 析)
奈 良 国立 文 化 財 研 究 所 平 城 宮 跡 発 掘 調 査 部 考 古 第 一 調 査 室 研 究 員 沢 田正 昭
一73一
一事 業
〔セ ッシ ョ ン4遺 物 ・遺 跡 〕
10.L'ApplicationdesTechniquesdeFluorescenceXauLaboratoiredeRecherche
desMuseesdeFrance(ルー ブノレ美 術 館 研 究所 に お け る螢 光X線 分析 の応 用)
フ ラ ンス ル ー ブル 美術 館化 学 分析 研究 主 任 ク リス チ ャ ン ・ラ ー ニエ
11・DisintegrationProductsfromRelicsandSites(遺物 ・遺 跡 の 析 出物)
保 存 科 学 部 長 江 本 義 理
12.AnalysisandScientificEvaluationofWood,Textiles,Metals,Biological
Materials,andOthersExcavatedfromChunmaandWhangnamKing's
Tombs(5・6thCentury)ofSillaDynasty(天馬 塚 及 び 皇 南 古 墳 の 木 材,繊 維,
金 属,生 物 試 料 等 の分 析 と科 学 的 考 察)
韓 国 原 子 力 研 究 所 副所 長 金 裕 善
第3日
〔セ ッシ ョン5核 技 術 〕
13.ConservationofCulturalPropertiesandMossbauerSpectroscopy(文化 財 保
存 と メ スバ ウ ア ー分 光 法)
東 京 大 学教 授 富 永 健
14.ActivationAnalysisofTraditionalJapanesePaper(和紙 の放 射 化 分 析)
保 存 科 学 部 化 学 研究 室 長 馬 渕 久 夫
15.LeadIsotopeRatiosinSomeJapaneseandChineseArchaeologicalBronzes
(日本 ・中 国 の 考 古 学 的 青 銅 遺 物 の 鉛 同 位 体比)
名 古屋 大学 名誉 教 授 山 崎 一 雄
〔セ ッ シ ョン6一 般 問 題〕
ProblemsoftheMuseumLaboratory
〔出 席 者 〕
文 化 庁 文 化 財 保 護 部 長 他 関 係 官,東 京 国 立文 化財 研 究 所保 存 科 学 部,修 復 技 術 部 関








口米 芸 術 家 交 流 計 画4'よる芸 術家 の受 入 れ を行 った 。
氏 名 ・国 籍:ペ イ トソ ・ホ ー ル(Peyton・Ha11)27才,米国
専 門:建 築 学
口 的:文 化 財 建 造 物 の保 存 と 都 市計r珈こ関 す る研 究
・受 入れ 期 間;(53.9.18より8か 川ii})
美 術 部






宮第一研究室長は,Pン ドン,ダ ブリン,ニ ューヨークにおける中世日本絵入 り図
轡に関する国際会議に出席 し,会議後アメリカ主要美術館所蔵の日本中世絵画,特 に
絵巻を調査した。(53.8.10～10.5)





ドネシア音楽の民族音楽学的研究」の第一次調査として,オ ース トラリア,ニ ュージ








の圓的で,フ ランス(フ史記念物研究所,建 築土木研究所等)を 中心にイタリヤ,ベ
ルギー,イ ギリス,カナダ,ア メリカ合衆国等に出張,現 在フランスに滞在して研修
を行っている。
修復技術部
第三修復技術研究室青木繁夫研究員は昭和53年度科学研究費補助金 に よる 「イラ
ク ・ハム リン山地テル,グ ッパ発掘調査」(研究代表者,国 士館大学イラク古代文化
研兜所,藤 井秀夫)の 団員として,昭 和53年5月9日より同年6月22日までイラクに
出張 し出土人骨に対する考古学的取り上げ(埋 葬状況を把握するため遺構 ごと取 り上
げる)及 び人類学的取 り上げ(人 骨だけを取 り上げ計測可能なまでに強化する)処 置
を爽施,指 導 した。
第一修復技術研究室西浦忠輝研究員はユネスコから奨学金を受けて昭和53年4月24









江上主任研究官は,イ ン ド・パキスタン・アフガニスタソに出張 し,各地の博物館
並びに遺跡における古代文様資料並びに絵画資料について調査 した(53.8.21～9.4)。















・西 ドイツ考古学研究所 フランツ・シューベル ト博士夫妻
・棘国文化財研究所長 金正基博士
・アメリカ合衆国国土地理院 フレデ リック ・ドイル氏
・西 ドイツ技術大学写真測畳研究所 ゴッ トフリー ト・コネクニイ氏
・アメリカ合衆国ボス トソ美術館L・M・ スミス女史









ヨー ゼ フ ・リ ・ーデ ラ ー博 士
M・R・B・H・アー マ ド氏
エ ナ ル フ ァ ・ム ーギ氏
ロイ ・グ レイ 氏
ウ ェ ンデ ィ ・ジ ェサ ヅ プ氏
バ ー ナ ー ド ・M・ フ ィー ル デ ン博 士
セ ゴ レ ー ヌ ・F・ ベ ル ジ ョ ン女 史
J・ プ リス ボ ル ド女 史







ジ ョー ジ ・ペ イ トン ・ホ ー ル氏
A・ グ マ ール氏









研 究 代 表 者 保存科学部化学研究室長 馬渕久夫
委 嘱 期 間53年11月13日～12月12日




委 嘱 期 間53年11月24日～12月27日
3)藤 井 清志(苫 小牧工業高等専門学校)
共同研究課題 質量分析計へのマイクロコンピ.1""タの応用
研 究 代 表 者 保存科学部化学研究室長 馬渕久夫
委 嘱 期 間53年7月22日～8月31日
4)小 野 尭之(東 北大学工学部助教授)
共同研究課題 遺跡の崩壊防止のための合成樹脂処置法の研究
研 究 代 表 者 修復技術部第三修復技術研究室長 樋口清治






日本 ・東洋ilr美術,日 本近代 ・現代美術,西 洋 美術のnに わたる研究書を中心
に,関 連図書,各種叢薄,辞典類など和漢i匡1(31,057),洋需(3,763)計34,820冊の
ほか,各 都道府県市町村教育委員会編集の 文化財関係報/t:-11,美術関係雑誌,紀 要
類,売 凱n録,展 覧会目録などを所蔵 し,部内外及び研究所外の研究者の利用に供 し
ている。
芸 能 部
雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸その他わが国の伝統芸能
の研究に必要な図書4,903冊を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第1次)・





































本近代 ・現代美術,西洋美術の全域にわた り,それぞれ絵画,書 蹟,彫刻,工 芸,建
策等の賭部門に及ぶ。特別大型のものか ら小型のものまで総数凡そ24万点,原 板保有
1はほぼ3分 の1に あたり,別にマイクロ・フィルム250巻がある。写真資料のほか,
拓本,作 家伝記資料,落 款印章資料,近 代 ・現代作家 ・団体 ・作品資料,資 料スクラ
ップ等と,図書カー ド,図版 カー ド,各種索引類など多数。
o
芸 能 部
レコー ド・録音テープ ・写真(8ミ リ・16ミリシネを含む)等 による芸能資料を多
数そなえている。レコー ドには,毎年各製作会社から発売される伝統芸能関係 レコー
ドのほか,昭 和35年度文部省機関研究費によって購入した安原コレクションレコー ド
5,450枚が含まれている。 安原コレクショソは,明 治 ・大正 ・昭和三代にわたって発
売された各種邦楽 レコー ドを網羅したもので,近代における邦楽の実態と変遷を知 る
上で貴重な資料である。録音テープ及び写真は,雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・寺
院行事 ・民俗芸能その他の伝統芸能を対象に記録してきたもので,奏演法の解析を中
心 とした写真 ・テープ,あ るいは各種文書の記録写真等も含んでいる。種別による所
蔵数は次のとおりである。
区 分 レ コ ー ド 録音テープ
シ ネ フ ィル ム
写 真sIlst
昭 和52年度
ま で の累 計
6,219枚 2,111本 ・98本1 3本 多 数
昭 和53年劇1・4〃lg5〃1・ 〃1・ 〃1〃




3機 器 ・設 備

















(2)ポー タ ブ ル ・マ イ ク ロ写 真 撮 影 装 置
(3)マイ ク ロ閲 読 機(ル ーモ 祉 製)
(4)リー ダ ー プ リン ター
5.デ ァス コー プ(視 聴覚 教 育 装 置)
6.カ メ ラ類
(1)リ ンホ フ カル ダ ン
(2)リン ホ フ テ ヒニ カ
(3)コメ ッ ト ・ス トロボCP-1200DX

























8.複 写 台 コ ピー ス タン ド(1300)
9.乾 燥 機FCオ ー ト(全 紙)
10.ドライ マ ウ ソ ト シ ー ル コマ ー シ ャル210M
ドライ ーrウソ ト シー ル コマ ー シ ャル70
11.-1ルチ カー ドセ レ ク タ ー(HAC841S型)
12.複'ゲ機 ユ ー ビ ッ クス480
13,製本機 サfバ イ ソ ドT220
芸 能 部
機 器
1.分 析 機 器
(1)ピ ッチ レ コー ダ ー
(2)メロ グ ラ フBT型
2.オ ー デ ィオ関 係 機 器
(1)レ コー ドプ レー ヤ ー
(2)テ レ ビ
(3}テー プ レ コー ダ ー
(4)ビデ オ テ ー プ レ コー ダー
(5)ステ レオ 音 声 調 整 卓
(6)ス ピー カー
3.撮 影 ・映 写 機 器
(1)16%撮影 機
②16%映 写 機
(3)8臓 撮 影 機





































4.照 明 器 具
(1)スタジオ用照明器具















3.分 析 装 置





































































































































































































めに設けられた陳列室であって,黒 田(i'i'輝の油絵 ・素描 ・写生帳等を収蔵 している。
創立当時主として黒田家から寄贈されたものは,油 絵125点,素描170点,写生帳














L _____一 一 一
「一 一 …
r
皿 旧 職 員
」
昭和53年度における転退職者
所 属匿 職 矧 氏
???








































】X関 係 法 規



















































七 前各号に掲げるもののほか,他 の所掌に属 しない事務を処理すること。
(美術部の2室 及び事務)
第120条 美術部に,第一研究室及び第二研究室を置 く。













4民 俗芸能研究室においては,民 俗芸能及びその保存に関す る調査研究を行い,並
びにその結果の公表を行 う。
(保存科学部の3室 及び事務)
第122条 保存科学部に,化 学研究室,物 理研究室及び生物研究室を置く。









2第 一修復技術研究室においては,木,漆 その他次項及び第4項 の材料以外のもの
を材料とする文化財の修復に関す る科学的,技 術的調査研究を行い,及びその結果
の公表を行 う。
3第 二修復技術研究室においては,紙,布 又は革を材料 とす る文化財の修復に関す
る科学的,技 術的調査研究を行い,及 びその結果の公表を行 う。
4第 三修復技術研究室においては,石,土 又は金属を材料 とす る文化財の修復に関














に係る文献資料その他の資料(写 真資料を除 く。)の作成,収 集,整理,保ii,公
表,閲 覧及び調査研究を行 う。
3写 真資料研究室においては,第118条第1号 から第4号 までに掲げる各部の所掌
に係る写真資料の作成,収 集,整理,保 管,公 麦,閲 覧及び調査研究を行 う。
∂













区 分!定 員 令 第 ・条 定 員
ll、45人
附属機関 国立文化財研究所 各国立文化財研究所を通 じての
1定 員とする。






1こ の訓令は,昭 和53年4月5日から施行 し,改正後の文部省定員細則第1項 の規
一91一
一一 一 一 一1
















◎教舩 獺 特例法施行令(昭和24年1月12日政令第6号最終改正 昭和50年4月17日第74号)(抄)
(教育公務員以外の者)
(略)






















◎ 東京国立 文化財 研究所部室長 会議運 営規則(昭 和45年1刀23日所長裁定)































第2条 受託研究の受入れ条件は,次 の各号に掲げるとお りとする。
(1》受託研究は,受 託者が一方的に中止することはできないこと。
② 受託研究の結果,工 業所有権等の権利が生 じた場合には,当 該権利を無償で使
用させ,又 は譲与することはできないこと。
③ 受託研究に要する経費により取得 した設備等は,返 還 しないこと。
(4}やむを得ない事由により受託研究を中止 し,又はその期間を延長する場合にお





3委 託者が国の機関,政 府関係機関又は,地方公共団体である場合は,第1項 第3
号及び第5号 の条件は,こ れを付さないことができる。















2所 長は,受 託研究の受入れを決定 したときは,そ の旨委託者及び研究所契約担当
職員に通知するものとする。























関 係 法 規
〔別紙様式〕
受 託 研 究 申 込 書
昭和 年 月 日
東京国立文化財研究所長 殿
住 所
氏 名(名 称 ・代表者)印









































第1条 この規程は,東 京国立文化財研究所(以 下 「研究所」とい う。)が実施する





関 係 法 規











第4条 研究所長は,招 へい研究員を 決定したときは,「東京国立文化財研究所招へ
い研究員」として委嘱するものとする。
(招へい研究員の任務)
第5条 招へい研究員は,研 究所において1か 月以上～3か 月以内,所長の指示に従
い特定の調査研究に参画するものとする。
(報告書の提出)








































発行所 東京 国立 文化 財研 究所
〒110東京都台東区上野公園13-27
電話(823)2241(代)
